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ご興味のある方は、下記URLもしくはQRコードよりアクセ
スをお願いいたします。

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/intro
duction/gaiyou_syo/tokatitobu/index.html

Ver2.0

今後、QGISのバージョンアップデートによる改訂や内容の更新は、十勝東部森
林管理署の管内概要ページで行っていきます。

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/introduction/gaiyou_syo/tokatitobu/index.html
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QGISではレイヤという層で地図図形を重ねて、１つの図面を表現します。レイヤは「ベクタ」と「ラスタ」という２種類の

データファイルから参照されます*1 。またそれぞれに複数のファイル形式があり、GISで使用できるレイヤファイルは膨大な

種類があります。

このようにQGISを使用するためには多数のファイルを必要とします。そこで重要となるのが、ファイルを保存するフォルダ

の階層設定です。

1-1PCでのデータ保存場所

QGIS

QGISプロジェクト（プロジェクトファイル）
「小班区画」レイヤ
（ポリゴン）

「等高線」レイヤ
（ライン）

「林道」レイヤ
（ライン）

「小班界」レイヤ
（ライン）

い

ろ

は

い

ろ

は

い

ろ
は

表示される図面

重ね合わせると、

リンク

リンク

リンク

リンク

レイヤファイル

R5〇号物件（03_20230519講習会用演習データ）

GPS
データ

紙図面
ベクタ
データ

【どのファイルからデータを読み込んでくるか】
もプロジェクトファイルに保存されている

１つのプロジェクトに必要なデータはすべて同じフォルダ内に保存すると、
スマホ含めたデータのやり取りが容易になります。
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1-2 QGISプロジェクト画面と機能の設定

❶ QGIS新規プロジェクトを開く

QGISソフトを起動すると、以下のスタート画面が表示されます。

①[新規プロジェクト]をダブルクリック

• マップキャンバス…レイヤパネルに表示された重なり順で、地図が表示される場所です。

• ツールバー…保存や印刷など、さまざまな機能がアイコンで表示されています。自分の作業内容に併せて、表示・非表示を選択できます。

• パネル…レイヤ操作、先進的なデジタイズなど、地図上ではできないさまざまな操作を行うことができるパネルです。これも表示・非表示を
選択できます。

• 縮尺…マップキャンバスに表示されている地図の縮尺が表示されます。ここで指定の縮尺を選択することもできます。

• CRS（座標参照系）…プロジェクトCRSが表示されます。CRSについては後述。

マップキャンバスパネル

ツールバー
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❷ プロジェクトファイルの保存方法、計測方法の設定

①メニュー[プロジェクト]をクリック

②[プロパティ]をクリック

③[一般情報]をクリック

④保存パスに[相対パス]を選択

⑤距離面積の計算で前提となる楕円体は

[WGS84]に設定

⑥距離計測の単位：メートル

面積計測の単位：ヘクタールに設定

⑦[OK]をクリック(ウィンドウが閉じる)

➌ CRS（座標参照系）の設定

①メニュー[設定]をクリック

②[オプション]をクリック

③

新しくプロジェクトが作られた時、[デフォ

ルトのCSRを使う]に☑を付け、

EPSG2455(※十勝地区の場合)を

選択する

レイヤのデフォルトCRSも、
EPSG2455に選択

また、新しいレイヤが作成されたときは
[プロジェクトCRSを使う]に設定

④

※十勝地区の場合
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6

①国有林データが保存されたフォルダを開きます

早速、国有林データをQGISプロジェクトに読み込んでみましょう。

❶ 国有林データ(Geapackageファイル)の取り込み

マップキャンバス

③【すべて選択】をクリック

④【レイヤを追加】をクリック

2-1国有林データ(Geopackageファイル)の追加
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地図の拡大：拡大したい場所にカー
ソルを合わせてスクロールボタンを前に

地図の縮小：地図の中央にカーソル
を合わせてスクロールボタンを後ろに

❷ 地図の操作

➌ レイヤパネルの操作

レイヤグループ
→１つのGeopackageファイル
に保存されているレイヤデータ

【国有林データ.gpkg】には９つ
のレイヤが保存されている

レイヤの非表示：レイヤ横の☑を外す

グループの非表示：国有林データの
☑を外すと、国有林データが全て表示
されなくなる

レイヤの並び替え

レイヤをクリックしたままマウスを上下
移動させると、レイヤの順番を入れ替
えることができる

レイヤの削除

不要になったレイヤの上でクリックした
後、レイヤの削除ボタンを押す
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➍ レイヤのグループ化

レイヤグループ：同じ種類のレイヤをグループにすることで、まとめて表示・非表示を切り替えることができるようになります。

①【Ctrlキー】を押しながら、グループ化し

たいレイヤを複数選択する。

②選択上で右クリック

③【選択レイヤをグループにする】

を左クリック

④「group1」を削除し、

今回は「等高線」と名前を付ける
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画面上(地図上)でのレイヤの表示方法(≒見え方)のことを、レイヤの「スタイル（またはシンポロジ）」といいます。

①スタイル設定したいレイヤをクリックして選択

②「レイヤのスタイルパネルを開く」をクリック

（もしくは、選択したレイヤをダブルクリック。）

③色の設定

1. 色が付いた枠をクリック
2. 色の選択画面に切り替わる。色相環やRGBなど色々な

表示から選択できる
3. 色を選択したら、左上◀をクリックし、スタイル設定画面

に戻る

④ライン幅の設定

ライン幅の単位は、図面上での単位（ミリメートルやピクセル）

のほかに、地図上の単位（縮尺済みメートル）も設定できる。

⑤[OK]をクリック

2-2 レイヤスタイルの設定

境界がオレンジ色で表示されるようになりました。
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これまで、QGISプロジェクトに地物の描かれたレイヤファイルをリンクしたり、その地図表現の様々な設定（CRS：座

標参照系やレイヤスタイル）を行ってきました。

QGISではプロジェクトファイルとして、表示しているレイヤのリンク先やスタイルを保存できます。

①「プロジェクトの保存」をクリック

②フォルダウィンドウが開くので、保存したいフォルダへ移動する

③ユニークなファイル名を付け、保存をクリック

❶ プロジェクトファイルの保存

⑤QGIS画面左上に、プロジェクトファイル名が表示されます。

これで、プロジェクトファイルの作成・保存は完了です。

プロジェクトファイルは小まめに保存ボタンをクリックし上書き保存しましょう

2-3  プロジェクトファイルの保存

④【保存】をクリック



QGISでは、紙図面をデータ化し画像ファイルとすることで、これをQGIS上でラスタデータに変換し、マップキャンバス上に

表示させることができます。ラスタとは２種類あるレイヤデータの一つで、ベクタデータと異なり容易に編集することができな

い*1、位置情報をもった画像ファイルです 。

紙図面をスキャナーを用いて、画像ファイル（PDFやJPEG形式）にします。

スキャナーで解像度を高く設定すると、後のポイントの設定がやりやすくなります。

（※参考：スキャナーの使い方は、十勝東部署マニュアル基礎応用編p60などを参考にしてください。）

画像ファイルをQGISの機能（ジオリファレンサプラグインといいます）を用いて、位置座標を登録し、位置座標が埋め込

まれたTiffファイル（GeoTIFF）に変換することができます*1 。この変換作業をジオリファレンス（位置情報を付加し、

画像を移動、回転、歪めたりして指定位置に合わせること。幾何補正ともいう）といいます*1。

①「レイヤ」メニュー→「ジオリファレンサ」を選択

ジオリファレンサウィンドウが開きます。
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❶ 紙図面のデータ化

❷ ジオリファレンサ

紙図面 PDForJPEG ラスタデータスキャン ジオリファレンサ

②「ラスタを開く」を選択

3-1 ジオリファレンサでラスタデータを作成する

QGIS3.22以前ではラスタメニューにあります。

選択

③フォルダが開くので、ラスタデータ化したい

画像ファイルを選択し、「開く」をクリックします。

直接ジオリファレンサ画面にドラッ
クアンドドロップしてもOK

※紙図面のファイル形式はPDFでも読み
込み可能なはずですが、もし上手く読み
込めない場合は画像ファイル形式で読み
込んでください。



⑤変換タイプ：「多項式1」

リサンプリング方法：「最近傍」
変換先SRS：「EPSG2455」

を選択し、
「完了時にプロジェクトに読み込む」に☑が付けて、OKを
クリックします。

これで、変換方法の設定は完了です。
今回の図面はスキャナーで作成し歪みが生じていると考
えられるので、「多項式1」を選択しました。
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【ジオリファレンスの流れ】

1. 取り込んだ紙図面データと地図キャンパスを比べて、合致する
ポイント（小班の頂点）をGCPポイントとして登録

2. GCPポイントは３～５点程度登録する

3. 登録されたGCPポイントに紙図面の位置関係を合わせて、図
面の画像データ＋位置情報が合わさったラスタデータが作成さ
れる

④【変換の設定】をクリック

歪んだ図面を

対応する頂点を基
準に重ね合わせる

A

A

B

B C

C

参考例



⑦地図を拡大、移動しながら地図のGCPポイント

を設定する場所をクリックします。
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⑨地図キャンバスで同じポイントを探してクリックします。

この時、先に設定したスナップツールを使用すると正確に指定できます。
カーソルを近づけると目標点に磁石のようにカーソルが引き寄せられます。

スナップツールをオンにする
(※詳しくはP31参照)

⑥「ポイントの追加」をクリックします

⑩地図キャンバスから座標が入力されるので、OKをクリック

これでGCPポイントの設定完了です。

⑧地図座標の入力ウィンドウが出てくるので、

「地図キャンバスから」をクリックします。



⑫ジオリファレンスの開始をクリック

⑪座標ポイントの誤差を確認します。

誤差は「残差」列に表示され、なるべく１以下
になることが望ましいです。
「変換の設定」の修正や、残差の大きいGCPポ
イントの削除・変更で残差が小さくなるように調
整します。

基本は０に近い数字になりま
す。極端に大きな数字になって
いるときは、ほぼポイントを打
ち間違えています！

⑭投影されたラスタレイヤをレイヤパネルの最下部に移動し、

国有林シェープファイルの、林小班界や等高線レイヤと重ね合わせてみます。
ずれなく投影されていれば、ジオリファレンス終了です。
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⑬GCPポイントは保存しなくてもOK



3-2 もしジオリファレンサで失敗したら

黒く塗りつぶされた部分が多い場合、それだけ歪んで表示されてい
ることになり、どこかでGCPポイントを打ち間違えています。

②ラスタデータ化した画像と同じフォルダに保存されて

いる【….points】【・・・.tif】を削除して、もう一度ジオ
リファレンサをやり直してください。

元データ(PDFや画像ファイル)以外の拡張子はすべて
削除しないと、うまくやり直しができません。

全て削除
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①ジオリファレンサされたレイヤ(今回は【結

果図】）の上で右クリック→【レイヤを削除】
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GPSの軌跡をQGISに表示させるために、まずGPSにて軌跡保存を行います。

※Garmin製GPSMAP 64csxの場合

① 【メニュー】ボタンを２回おしてメインメニュー画面へ

② 《軌跡管理》を選択し、【実行】ボタンを押す

③ 《現在の軌跡》を選択し、【実行】ボタンを押す

④ 《選択保存》を選択し、【実行】ボタンを押す

⑤ 「最初の軌跡区分を選択してください」では、《保存したい当日の日付・時間》を選択し【実行】ボタンを押す

⑥ 「最後の軌跡区分を選択してください」では、《⑤と同じ日付・時間》を選択し【実行】ボタンを押す

⑦ 名前を入力する。業者名や林小班名も入力可能

⑧ 《OK》を選択し【実行】ボタンを押せば、軌跡が保存される。

GPSをPCに接続し、GPXフォルダを開きます。

ポイントと同じく、軌跡データも保存されています。

※GPS機器にマイクロSDカードが挿入されているとき、
そこに機できデータが保存されている場合もあります。

GPXファイルのみ保存するフォルダを作成し
て、分けて保存することをお勧めします。

4-1 GPSで軌跡ファイルを保存



①GPXファイルが保存されたフォルダを開く

②【軌跡.gpx】マップキャンバスに

ドラック＆ドロップ

4-2 軌跡ファイルをQGISに取り込んで表示

GPXファイルは、接続したGPSから直接ではなく、パソコン内のフォルダに保存してからQGISに取り込みましょう。

③【Ctrlキー】を押しながら、()内が０でない

アイテムを選択する。

⑤「レイヤを追加」を左クリック
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任意のスタイルで取り込まれます
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①レイヤパネルから「tracks」をダブルクリック

②「直線」を左クリック

4-3 足取りを矢印で表示する



③シンボルレイヤタイプを直線から【矢印】へ変更

④幅や太さを下記の数字に合わせる

⑤「湾曲した矢印」の☑を外す

⑥【シンプル塗りつぶし】をクリック

⑦すべての色を黒にする

⑧「OK」を左クリック 19

この２つは０に

長さは３前後 太さは１前後



QGISではレイヤという層で地図図形を重ねて、１つの図面を表現します。レイヤは「ベクタ」と「ラスタ」という２種類のデータから参照されま

す*1 。

ベクタデータは、ポイント（点）・ライン（線）・ポリゴン（図形）の３種類があり、拡大縮小しても画像が粗くなったりはせず、作図後に

点や線の移動など編集を行うことができます*1 。

ラスタデータは、画像データで、拡大すると画像が粗くなり容易に編集することができません。先ほどジオリファレンスによって作成した

GeoTIFFファイルはラスタデータになります*1 。

作業道や土場といった図形（地物といいます）を作成するときはベクタデータを使用します。

新しくベクタデータファイルを作成し、QGISプロジェクトにベクタレイヤを追加します。

今回の勉強会では、Geopackageというファイル形式を使用します。（P21コラム参照）

①メニュー「レイヤ」→「レイヤの作成」→「新規Geopackageレイヤ」

②データベース欄の右端「…」を選択

❶ ベクタデータのファイルを作成する

20

5-1 レイヤファイルの作成

④ファイル名を入力

★Geopackageファイルは複数レイヤを
保存できるので、物件や地区単位で作
成することができます・

③ファイルを保存したい場所まで移動

⑤保存をクリック



⑥テーブル名にはレイヤの名前を入力

⑦ジオメトリタイプは「マルチポリゴン」を選択

⑧CRSは「EPSG2455」を選択

⑨OKをクリック

（ウィンドウが閉じ、新しいレイヤがレイヤパネルに追加）

【コラム】Geopackage（ジオパッケージ）ファイル
「シェープファイルは３～５形式のファイルで１つのファイルだから、まとめて移動しないと使えない」ことが、QGIS使用時に悩ましい点の一つで
した。また国有林レイヤだと、林道、林班…それぞれに３～５形式のファイルがあるので、30個以上のファイルがありました。これを解決する
のが、Geopackageファイルです。１つのファイルの中に複数のレイヤデータを保存できるファイルです。どれぐらいすごいかというと、国有林レイ
ヤで30個以上あったファイルがたった１つになります。またスタイル設定も保存可能でデータ共有が容易になると考えられます。

まず、伐採区域レイヤを作成します。

【ジオメトリタイプ】とは…

ベクタレイヤには１つにつき１種類のジオメトリタイプしか保存できません。

ジオメトリタイプはポイント・ライン・ポリゴンの３種類があり、作業道を保存したいレイヤでは【ライン】を選択します。

すなわち作業道と土場を１つのレイヤに描画することは不可能で、それぞれのレイヤを作成する必要があります。

またマルチライン・マルチポリゴンというジオメトリタイプがあります。

マルチパートは「1つの属性セットのみを参照する、複数の物理パートで構成」されます。

どういうことか…となりますが、要するに【飛び地小班】のことです。林小班名は１つですが複数の図形があります。

詳しくは後ほど説明しますが、ラインとポリゴンは【マルチパート】を選択しておけばシングルパートにも対応可能です。
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【コラム】編集モード切替と小まめな保存
QGISでレイヤを編集するとき、「編集モード切替」をクリックして、編集モードにする必要があります。
これも慣れないうちは面倒くさく感じるかもしれませんが、編集してはならないレイヤ（国有林レイヤなど）に触らず、データを下手に変更してし
まう心配がないという利点があります。
QGISで編集作業を行うときは、編集モードにするレイヤは常に一つだけにしておき、残りのレイヤは編集モードを外しておくことをお勧めします。
また編集が終わったら、小まめに保存ボタンをクリックしてレイヤデータを保存しましょう。パソコンがヒートアップするとQGISが突然強制終了し
てしまうことがあります。
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QGISでは、国有林レイヤの地物（小班区画や林道など）をもとに地物のコピーを行うことで、特定の地物をユニークに（赤枠など）表

示することができます。

①地物のコピー元のレイヤ（今回

は小班区画）をクリック

②[地物選択]ツールをクリック

③コピーしたい地物をクリック

④[地物のコピー]をクリック

⑤コピー後、[地物の選択解除]をクリック

❶ 伐採区域レイヤに、伐区を表示する

⑥コピー先のレイヤをクリック

⑦[編集モード切替]をクリック

⑧[地物の貼り付け]をクリック

⑨忘れずに保存する

5-2 地物をコピーして伐採区域を表示する



②デフォルトスタイルをスクロールして

【Outline Red】を左クリック

③OKをクリック（ウィンドウが閉じる）

❷ 伐採区域レイヤのレイヤスタイル設定

①レイヤパネル上で

スタイルを変更したいレイヤをダブルクリック

23



②データベース欄の右端「…」を選択し、先ほど作成したGeopackageファイルが保存されたフォルダ

へ移動し選択。「保存」をクリック。

③テーブル名にはレイヤの名前を入力。
④ジオメトリタイプは「マルチライン」
⑤CRSは「EPSG2455」

⑥OKをクリック

⑦「」をクリック新しいレイヤを追加

24

①メニュー「レイヤ」→「レイヤの作成」→「新規Geopackageレイヤ」

5-3 Geopackageファイルにレイヤを追加

先ほど作成したGeopackageファイルに
レイヤを追加していきます。

ここで【上書き】をクリックしてしまうと先ほど作成したレイヤ
は消えて新しいレイヤが上書きされてしまいます。



①地物のコピー元のレイヤ

（今回はtracks）をクリック

③コピーしたい地物をクリック

⑤コピー後、[地物の選択解除]をクリック

②[地物選択]ツールをクリック

④[地物のコピー]をクリック

⑥コピー先のレイヤをクリック

⑦[編集モード切替]をクリック

⑧[地物の貼り付け]をクリック

⑨忘れずに保存する

❷ 伐採区域レイヤのレイヤスタイル設定

（例）５年度〇号十勝東部署△▼地区.gpkg

伐採区域レイヤ（ポリゴン）

調査足取りレイヤ（ライン）

森林作業道レイヤ（ライン）

土場レイヤ（ポリゴン）

これから１つの事業を想像しながらGeopackage

ファイルを作成していきます。国有林データと同じよ

うに、各物件ごとや地区ごとにファイルをまとめておけ

るので、レイヤ管理が簡単になります。
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①「カテゴリ値による定義」を左クリック

②値「fid」を左クリック

③「分類」を左クリック

④色を変更したい場合は色付き矢印をダブルクリック

⑤OKをクリック
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5-4 色分け表示とスタイルの設定の保存



この色分け設定は【Geopackageファイル】本体に保存できます。
すなわち他の人にGeapackageファイルのみを渡しても、同じスタイルで表示することができます。

②「スタイル」→「スタイルを保存」

を左クリック

①スタイルを保存したいレイヤをダブルクリック
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③「データベース(Geopackage)」

を左クリック



④わかりやすいスタイル名を入力

⑤OKをクリック
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⑥この表示が出ていればスタ

イル設定は保存されています

一度Geopackageファイルから取り込んだレイヤを削除し、同じファイルを取り込みなおしてみます。

複数のレイヤが保存されている
Geopackageファイルは、レイヤグループ化して取り込むことができます

保存したレイヤスタイルで表示されました

レイヤスタイルを保存しなかった伐採区域は
ランダム表示となりました
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5-5 レイヤにライン（作業道）を描画する

❶ 物件のGeopackageファイルに、作業道レイヤを追加する

②データベース欄の右端「…」を選択

テーブル名にはレイヤの名前を入力

ジオメトリタイプは「マルチライン」

CRSは「EPSG2455」

④

①メニュー「レイヤ」→「レイヤの作成」→「新規Geopackageレイヤ」

③データベース欄の右端「…」を選択し、先ほど作成したGeopackageファイルが保存されたフォルダへ

移動し選択。「保存」をクリック。
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⑤新規フィールド欄に、

名前：【林班】

データ型：【整数値】と入力する

⑥【属性リストに追加】をクリック

⑦新規フィールド欄に、

名前：【小班】

データ型：【テキストデータ】

最大長：【10※半角】と入力する

⑧【属性リストに追加】をクリック

⑨【OK】をクリック
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⑩「新規レイヤを追加」をクリック

⑪作成した森林作業道レイヤを

同じGeapackageファイルの
レイヤグループへ移動する

⑫レイヤスタイルを設定し、スタイルを

Geopackageファイルに保存する（※P28参照）

❷ スナップツールをオンにする

①磁石マークをクリックし

スナップツールをオンにする

それぞれのアイコンをクリックして設定を行う
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QGISの特徴の一つに、ペイントツールで絵を描くように地物の作成ができる点があります。また今回紹介するスナップツール

や先進的なデジタイズを使うことで、正確な地物の作成ができます。

➌ ライン（作業道）を追加する

①編集したいレイヤを選択

②編集モード切替をクリック

③地物の追加をクリック

⑤作業道の開始が小班界になるようスナップし、

左クリックするとラインの作成が始まる

等高線はスナップツールに反応して
地物描画の妨げになるので、☑を
外して非表示しておくとよい

⑥おおよその曲がり角でクリックして頂点を追

加しつつラインを描く。終点で右クリックすれ
ば地物が追加される。

頂点が多いほど、滑らかな曲線になる。

④スナップツールをオンにする

左クリック→左クリック→左クリック→…→右クリックで完成

⑦林班名・小班名を入力

半角数字

⑧OKをクリック

レイヤパネルのスタイルのとおり、
森林作業道が表示されます
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⑫書き終わった後は忘れずに、【レイヤの編集内容を保存】

(鉛筆マーク無)は【プロジェクトファイルの保存】

⑪OKをクリック

⑩同じ小班の２本目以降

は入力しなくてよい

※（必要な場合は）２本目の作業道を

書き足すときは、作業道の開始が連結するよ
うに先に描いた作業道にスナップする。



➍ 地物を削除する

①編集したいレイヤを選択

②編集モード切替

③地物選択モード切替

④削除したい地物の上でクリックし選択

地物が黄色くなり頂点が×に

⑤選択物の削除

❺ すでにある地物を修正する

①編集したいレイヤを選択

②編集モード切替

③頂点ツールー現在のレイヤ

④編集したい頂点にカーソルを合わせて

【◎】になれば左クリック
→頂点が動かせるようになるので修正後
の箇所に合わせてもう一度左クリック

⑤頂点を追加したい場合

頂点を追加したい辺の上にカーソルを合わせて、
【＋】が出れば左クリック
→頂点→頂点が動かせるようになるので修正
後の箇所に合わせてもう一度左クリック

一度目の左クリックをした後に
編集をキャンセルしたい場合は

【右クリック】
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❻ 地物の結合（マルチパートにする）

①【属性テーブル】を開く

②Ctrlキーを押しながら、ピンク枠内の

地物IDをクリックし、同じ小班内の地物
(ライン)を全て選択する

③【地物の結合】をクリック
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④属性が入力されている地物ID（緑枠）をクリック

⑤【選択した地物から属性を取得する】をクリック

⑤-1【結合】行に、④で選択した属性が入力されていることを確認

⑥【OK】をクリック

属性行が１行となり、地物が１つに結合されました。
「シングルパート」を「マルチパート」にする操作です。

今回行ったマルチパート処理は、小班ごとに作業道を管理したり、GPS機器に転送することに適していますが、

一方で十勝東部署QGIS参考マニュアル事業計画書編P45で紹介している作業道ごとの延長計算（フィールド

計算機）は使用しづらくなります。

マルチパートからシングルパートへの変換も可能ですが、想像以上に細分化される可能性もあるのでご注意ください。
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❶ 物件のGeopackageファイルに、土場レイヤを追加する

②データベース欄の右端「…」を選択

テーブル名にはレイヤの名前を入力

ジオメトリタイプは「マルチポリゴン」

CRSは「EPSG2455」

④

①メニュー「レイヤ」→「レイヤの作成」→「新規Geopackageレイヤ」

③データベース欄の右端「…」を選択し、先ほど作成したGeopackageファイルが保存されたフォルダへ

移動し選択。「保存」をクリック。

5-6 レイヤにポリゴン（土場）を描画する

⑤【OK】をクリック
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⑥「新規レイヤを追加」をクリック

⑦作成した森林作業道レイヤを

物件ごとのグループへ移動する

⑧レイヤスタイルを設定し、スタイルを

Geopackageファイルに保存する（※P29参照）
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①編集したいレイヤを選択

②「編集モード切替」をクリック

③「地物の追加」をクリック

④書き始めの頂点でクリック

⑤４つ目の頂点で左クリック

→描画区画が着色する

→区画が合っていれば右クリックで描画完了

左クリック→左クリック→左クリック→…→

❷ ポリゴン（土場）を追加する

⑥【OK】をクリック
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6-1 GPSに作業道を表示する

①GPSに表示したいレイヤを選択

②ベクタメニュー

→ジオメトリツール
→シングルパートをマルチパートに集約

③【実行】をクリック

小班ごとのラインデータ 小班関係なく1つの地物へ GPXデータマルチパート処理 エクスポート

これまで小班単位でマルチパートとし一つの地物とみなしていましたが、GPSに転送するため、
転送したいすべてのラインを一つの地物とみなすよう変換処理を行います。
※マルチパート処理をしておかないと、P44のGPS機器での手順③～⑥をラインの数だけ行うことになります。
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④【閉じる】をクリック

④-1出力レイヤが作成されました。

これは「一時レイヤ」といい、QGISプロジェクトを終了すると保存されず、
消えてしまうレイヤです。

⑤出力レイヤを選択し右クリック

⑥エクスポート

→新規ファイルに地物を保存
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⑦OKをクリック

半角英数字！

形式：【GPX】

「…」をクリックして、保存場
所フォルダに移動しファイル
名を入力する※P31参照

CRS：【EPSG:4326】

【すべての選択を解除】
→エラーの原因となるため、
属性テーブルのフィールドを
出力しないようにする

ジオメトリタイプ：
【ラインストリング】

【マルチタイプにする】に☑
【Z次元を含める】にも☑

【保存されたファイルを地図に
追加する】には☑不要

【レイヤメタデータを保持】には☑不要

指定したフォルダにGPXファイルが出力されます
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⑧USBドライブではなく、

GarminGPSMAP＞Garmin＞GPXフォルダ
に作成した軌跡をコピペする

最後にGPS本体を操作して、コピペした軌跡をGPS上に表示させます。

※Garmin製GPSMAP 64csxの場合

① 【メニュー】ボタンを２回おしてメインメニュー画面へ

② 《軌跡管理》を選択し、【実行】ボタンを押す

③ 《軌跡》を選択し、【実行】ボタンを押す

④ 《名前編集》を選択し、【実行】ボタンを押し、分かりやすい名前に変更し、【OK】を選択。

⑤ 《軌跡》メニューに戻り、《地図参照》を選択。正しい林小班に表示されているか確認し、【戻る】ボタンを押す。

⑥ 《軌跡》メニューに戻り、《地図上に表示する》を選択。

※軌跡表示が不要になり、GPS画面から非表示にしたい場合は、

⑥にて《地図上に表示しない》を選択する もしくは、 GPXフォルダから削除する



【事前準備】印刷したいレイヤを表示（☑を付ける）

印刷したくないレイヤを非表示（☑を外す）

①「地図の追加」をクリック
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QGISでは、かなり自由度が高くまるでパワーポイントのように、印刷レイアウトを作成することができます。

今回は、搬出系統図として作成していきます。

QGISでは、プロジェクトファイルの中に複数の印刷レイアウト（たくさんのスライド）を作成できます。

❶ 新規レイアウトの作成

❷ 地図キャンバスを配置

7 図面を印刷する

①「新規印刷レイアウト」をクリック

②名前を入力

③OKをクリック

印刷レイアウトは、地図の範囲を

入れ替えることが可能

→図面の種類ごとにレイアウトを

作成し印刷したい場所を適宜変

更していくと便利

②左クリックしたまま、範囲を広げ枠内に収まったら

クリックを離すと地図キャンバスが表示される
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➌ 地図の表示範囲の変更

①「アイテム内のコンテンツを移動」をクリック

②左クリックしたままマウスを動かして、

表示範囲を調整する

③縮尺の指定がある場合は入力し

てEnterキーを押す

➍ 縮尺バーの追加

①【スケールバーを追加】をクリック

②左クリックしたまま範囲指定し、

クリックを離すと縮尺バーが表示される

スタイルを「上向きチック」にすると、
国有林GISに似た縮尺バーに

セグメント（区切りの数）は「右」の
数を増減させることで調整できる

④フレームに☑を付ける
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②左クリックしたまま、範囲指定し

クリックを離すと方位記号が表示される。

①「方位記号の追加」をクリック

③SVGグループ欄から[arrows]を選択

→右枠SVGイメージに方位記号が表示され
るので好きなものを選択

④塗りつぶし色右横の▼をクリック

塗りつぶし色は灰色に設定する

表示した地図の傾きに合わせて、方位記号を追加します。地図と方位記号はリンクされているので、地図を回転させると方位記号も傾きます。

❺ 方位記号の追加

塗りつぶし色が白いと
[N]が表示できない

❻ テキストボックスの追加

①「ラベルの追加」をクリック

②左クリックしたまま、範囲指定し

クリックを離すとラベルが表示される。

③表示したい文章は

枠内へ入力する

③フレームと背景に

☑を付ける

水平方向：中央、垂直方向：中央部に
すると中心部に配置される



②左クリックしたまま、範囲指定

クリックを離すと凡例が表示される

①「凡例の追加」をクリック
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❼ 凡例の追加

タイトルを入力

自動更新の☑を外す
凡例の入力が不要なアイテム
を選択後、 を押して削除

フレームに☑

❽ PDFへ出力

①「PDFに出力」をクリック

②保存したいフォルダへ移動

③ファイル名を入力し保存をクリック

林小班名等場所を明記すると分かりやすい

上３つは☑を外してもよい

④[ジオメトリを簡略化して

ファイルを縮小する]に☑

⑤保存をクリック

すぐに紙に印刷するとき


